
明けましておめでとうございます。皆様におかれましては穏やかな新年をお迎え
のこととお喜び申し上げます。また日頃より協会の活動にご理解、ご協力を賜り心
から御礼申し上げます。
今年は2年に1度の診療報酬改定の年にあたります。前回の改定では、特
定疾患療養管理料から高血圧・糖尿病・脂質異常症の3疾患が除外され、生
活習慣病管理料への振り替えにより内科系医療機関を中心に診療報酬は大幅
な減額となりました。さらに財務省は、病院経営の厳しさに一定の理解を示しな
がらも開業医はまだ儲かっているとの認識であり、次期診療報酬に対しても厳し
い姿勢を崩していません。この、“まだ儲かっている”の根拠は、コロナ渦におい
て献身的に発熱外来で患者さんを診てきたときの補助金を含めた恣意的なデー
タをもとにしており、今後も財務省は社会保障、医療に対する歳出削減努力を
求めてくるものと考えられます。
今、医療界には、インフレ、物価高、賃上げ、低医療費政策、DX化、赤
字、閉院・廃業などネガティブなキーワードが多く見受けられるようになってまいりま
した。保険診療は診療報酬による公定価格のもとでなされており、材料費、人
件費などの上昇に合わせて医療費を上げることはできません。そろそろ物価スライ

ド制を取り入れた診療報酬の適正化も真剣に考えなければならない時期に来て
いると思われます。
昨年 10月12日、東京・都市センターホテルにて開催された保団連関東ブロッ

ク決起集会では、各党派の国会議員に会員の先生方からいただいた多くの署
名、思いの込められた直筆の意見を渡してまいりました。10月23日には衆議院
議員会館にて厚生労働省の担当者にも現状報告ならびに要望書を直接提出し
てまいりました。また、新宿駅前においても国民、市民に向けての街宣活動を複
数回行い、多くの市民から支援の声をいただいてまいりました。
すべての国民が平等に保険診療を受けることができる、世界に誇れる我が国
の国民皆保険制度はその根幹が揺らぎ始めてきています。水滴石穿（すいてき
せきせん）という言葉をご存知でしょうか。水滴も同じ位置に落ち続ければ、い
ずれ石に穴をあけることができる、小さな力でも積み重なれば強大な力になること
を表しています。1人 1人の声は小さいかもしれませんが、その声が集まること
で、今の状況に大きな風穴をあけることができるはずです。茨城県保険医協会
はこれからも国民の健康、保険医の生活と権利を守るべく活動を続けてまいりま
すので、ご支援のほどよろしくお願いいたします。
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